
要　旨
少子高齢化、東京への一極集中、新型コロナウィルスの感染拡大などが、地域経済や地域

活性化に深刻な影響を及ぼしている。これらの解決に向けた地域創生の有効手段は、「地域
にイノベーションを創発する」ことである。本論文では①地域イノベーション創発のための
理論である SCB理論の開発と普及活動について、②地域イノベーション創発に向けての人材
育成について、③地域イノベーション創発のためのアクティビティやプロジェクトについて、
④地域イノベーション創発のための産官学連携について、の 4つの観点から崇城大学の地域
イノベーション創発に関する取り組みを紹介する。
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1．はじめに

少子高齢化、東京への一極集中、新型コロナ
ウィルスの感染拡大などが、地域経済や地域活
性化に深刻な影響を及ぼしている。これらの解
決に向けた地域創生の有効手段は、「地域にイ
ノベーションを創発する」ことである1）-9）。
我々は、イノベーション創発を「新たな観点

や発想で新たな価値観を生み出すこと」と定義
し、これを「技術革新」と「新結合」の二つに
大別した1）。

技術革新は、技術の進展（革新的な技術）に
よって新たな価値観を生み出すことである。技
術革新の顕著な成功事例として、産業革命があ
る。
第 1次産業革命では、蒸気機関の発明で蒸気
機関車などを生み出した。第 2次産業革命の電
気の発明は蒸気に代わる新たな動力源や光源を
生み出した。第 3次産業革命でのコンピュー
ターによる新たな価値観は自動化であり、これ
らが世の中にさらなる大きな変革を促した。そ
して現在、第 4次産業革命（インダストリー
4.0）においては AI（人工知能）、IoT（モノの
インターネット）、P2P（ピア・ツー・ピア）
などが主要技術として位置づけられている。
この中で、P2Pはコンピューター同士、ユー
ザー同士を直接つなげるネットワーク技術であ
る。コンピューターは一般的にサーバ（仲介
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者）を介してつながるが、仲介者なし（ブロー
カレス）の P2P技術が様々な分野で革新的な
サービスを生み出した 10）。インターネット電
話のスカイプ 11）、仮想通貨のブロックチェー
ン 12）、ソーシャルネットワークの SNS 13）、1
年間で 1億加入者を達成した P2P保険 14）など
である。
一方、新結合は「新たなつながりによって新

たな価値観を生み出す」ことを意味する。たと
えば、QRコードは囲碁とバーコードとの新結
合により誕生した新たな価値観として位置づけ
られる。SCB理論では、この新結合が地域の
イノベーション創発に有効であると考えている。
地域に点在する様々な資源同士の新たなつなが
りによって、新たな価値観を創出するのである。
SCB理論では、地域資源の新結合によって地
域にイノベーションを創発することを「地域イ
ノベーション」と呼んでいる。この地域資源を
科学的につなげる手法として、1998 年に提唱
された世界初の P2Pネットワーク技術である
「ブローカレス理論」に着目した15）-21）。

P2Pの考え方を応用し、コンピューター同士
が直接つながるように、人や組織、モノなどが
結びつき地域イノベーションを創発する取り組
み（P2Pで地域資源による新結合を創発する取
り組み）を「地域コミュニティブランド
（SCB）」と定義した（SCB＝ P2P＋地域イノ
ベーション＝P2P＋地域資源＋新結合） 22）-24）。
このような背景のもと、本論文では①地域イ

ノベーション創発のための SCB理論の開発と
普及、②地域イノベーション創発に向けての人
材育成、③地域イノベーション創発のためのア
クティビティやプロジェクト、④地域イノベー
ション創発のための産官学連携という 4つの観
点から、崇城大学のイノベーション創発ならび
にイノベーション教育に関する取り組みを紹介
する。
本論文の構成は以下の通りである。2．で

SCB理論の開発と普及の取り組みを紹介する。
3．で人材育成の取り組みを紹介する。4．で
SCB理論を用いたアクティビティやプロジェ
クトについて説明し、5．で産官学連携につい
て紹介する。6．でこれまでの取り組みに対す

る考察を加え、7．がむすびである。

2．SCB理論の開発と普及

2.1　SCB理論の開発
P2Pを用いて人や組織、モノなどの地域資源

を、仲介者を介さず（ブローカレスに）つなげ
ることによって、地域にイノベーションを創発
するための理論である SCB理論を提唱したこ
とで地域に3つのメリットをもたらした 22）-24）。
なお、これまでに、SCB理論を実践するため
の SCBメソッドや SCB思考法なども開発され
ている。
1つ目は地域イノベーションの取り組みの持
続性向上である。資本や人材が不足しがちな地
域においては、従来型の仲介者（サーバ）中心
の中央集権的なイノベーション創発手法では、
取り組みの規模拡大時の投資リスクや管理コス
トが仲介者の負担となったり、仲介者が離脱し
たりすることで取り組みが崩壊する問題があっ
た。一方、P2Pでは自律分散協調型、自己組織
化型で地域資源がつながることによって地域イ
ノベーションを創発する。そのため、取り組み
そのものが崩壊するリスクが低くなり、取り組
みの持続性を向上させることができた。
2つ目は再現的、汎用的な地域イノベーショ
ン創発の取り組みを進められることである。地
域において、つながりを体系的に捉える（つな
がりを科学する）ことで他の地域でも再現でき
るつながり方や異分野にも適用できる汎用的な
つながりを構築できることで、取り組み自体を
拡大したり、取り組み同士を連携させることが
可能になった。
3つ目は新結合による地域イノベーションが
創発されやすいことである。P2Pによる地域イ
ノベーションの取り組みとは地域に点在する多
様な地域資源のつながりそのものであることか
ら新結合を起こしやすくなった。
さらに、SCB理論は自律的かつ持続的なつ
ながり方としてセミピュアモデル（マネタイズ
モデル） 4）15）22）23）を提案している。セミ
ピュアモデルは、サーバを自律分散協調の最小
単位であるピアとして仮想化し、他のピア（ク
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ライアント）とボトムアップでつなげたモデル
である（本来のサービス提供者がサービス運営
者としてサービス利用者とボトムアップにつな
がったモデル） 4）。このセミピュアモデルを採
用することで、人材や予算などの資源を保有す
る企業や自治体などの法人が、地域資源の一つ
として他の地域資源と自律的かつ持続的につな
がることが可能になる。法人がつながることで
つながりの信用が増し、さらに他の法人や個人

がつながりやすくなるなど、ビジネスシーンで
の効果が顕著であった。
加えて、イトコの考え方 15）22）23）を用いて

つながりを設計・評価することが可能になった。
イトコとは、つながる動機（インセンティブ）、
信用のあるつながり（トラスト）、最も効果的
なつながり方（コネクタ）の 3つの要素を指し
た用語であり、SCB理論を用いたつながりの
設計・評価指標となる。

表1　　招待講演・社員研修の実績（2019年以降）
名称（会場） 講演日
「つながりを科学する　地域コミュニティブランド」出版記念講演会
（NECソリューションイノベータ九州支社） 2019. 1. 22

Code for イノベーション創発招待講演（福岡ソフトリサーチパーク） 2019. 2. 15
ジャパンブランドフェス2019招待講演（渋谷ヒカリエ） 2019. 3. 3
つながりを科学する　地域コミュニティブランド出版記念講演会（蔦屋熊本三年坂店） 2019. 3. 24
熊本市社会福祉協議会役員対象地域福祉イノベーション創発研修（熊本市社会福祉協議会） 2019. 4. 15
熊本市社会福祉事業団地域福祉イノベーション創発研修（熊本市社会福祉事業団） 2019. 5. 16
熊本市社会福祉協議会職員対象地域福祉イノベーション創発研修［全5回］
（熊本市社会福祉協議会） 2019. 6. 29～10. 15

農林水産省職員対象「プラスワン！プロジェクト関連勉強会」SCB理論を用いた組織改革研修
（農林水産省本省） 2019. 9. 6

総務省九州総合通信局主催「地域情報化教育セミナー2019 in熊本」基調講演
（熊本市民会館シアーズホーム夢ホール） 2019. 9. 25

熊本市主催講演会（熊本信用金庫ビジネスサポートプラザ） 2019. 9. 26
道の駅阿蘇地域イノベーション講演会（道の駅阿蘇） 2019. 12. 10
熊本西高校包括的連携協定調印式基調講演（崇城大学 IoT・AIセンター） 2019. 12. 13
熊本県・熊本市等6者包括連携協定記者会見基調講演（熊本県庁） 2019. 12. 26
総務省事業地域 ICTクラブ成果発表会基調講演（崇城大学 IoT・AIセンター） 2019. 12. 29
総務省・群馬県主催シンポジウム「ジョブラボシンポジウム－ How to make Innovation－」基調講
演（群馬県庁） 2020. 1. 14

桐生信用金庫主催イノベーション創発基調講演・サイン会（群馬県桐生信用金庫） 2020. 1. 15
蔦屋主催地域イノベーション創発講演会（桜の馬場城彩苑） 2020. 1. 21
熊本市主催イノベーション創発研修会（熊本市役所） 2020. 1. 28
国交省・九州道の駅駅長会主催イノベーション創発講演会（水俣市立総合体育館） 2020. 2. 4
総務省地域 ICTクラブ成果講演（新橋TKPカンファレンスセンター） 2020. 2. 14
電子情報通信学会招待講演（崇城大学 IoT・AIセンター） 2020. 2. 27
SCBイノベーションアカデミーオンライン特別講座　イノベーション創発講座［全6回］ 2020. 5. 16～6. 6
熊本県立熊本西高校　高校生向けイノベーション創発オンライン講座（熊本県立熊本西高校） 2020. 7. 29
SCBイノベーションアカデミーオンライン特別講座［全4回］（福岡校） 2020. 9
SCBイノベーションアカデミーオンライン公開講座（福岡校） 2020. 10. 4
熊本市教育委員会主催熊本市・福井市姉妹都市中学生向けイノベーション創発講演
（熊本市教育センター） 2020. 11. 8

熊本県立熊本西高校　高校生向けイノベーション創発講座（熊本県立熊本西高校） 2020. 12. 2
熊本県立阿蘇中央高校　高校生向けイノベーション創発講座（道の駅阿蘇） 2020. 12. 6
ルーテル学院高校　高校生向けイノベーション創発講演会（ルーテル学院高校） 2020. 12. 7
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崇城大学においては、このセミピュアモデル
とイトコを用いたつながりの設計を行うことに
よって、後述する多くの法人と高い持続性・再
現性・汎用性を有するつながりを低コスト・低
リスクで構築することが可能になり、これらと
連携したイノベーション創発ならびにイノベー
ション教育の取り組みを推進している。

2.2　SCB理論の普及
崇城大学は、SCB理論の普及や、SCB理論

に基づいたイノベーション創発を推進する団体

として一般社団法人 SCBラボ 25）（以下、「SCB
ラボ」という。崇城大学情報学部星合隆成教授
が SCBラボ所長に就任。）を、また、SCB理論
の普及やイノベーション創発をビジネスシーン
で推進する団体として崇城大学学生が社長を務
める学生ベンチャー「コンセプトラボ株式会社
26）」を設立し、これら3者が連携することで、
SCB理論に基づくイノベーション創発の取り
組みを推進している。以降、本論文において特
に断らない限り、崇城大学の取り組みは、3者
が連携した取り組みを意味するものとする。

表2　メディア掲載・番組出演の実績（2019年以降）
記事・番組タイトル メディア名称 掲載日
学生制作動画をピックアップ 熊本朝日放送KAB「5ch」 2019. 1. 25
月曜対談～崇城大学星合教授「つながりを科学する　地域
コミュニティブランド」 エフエム熊本「モーニンググローリー」 2019. 1. 28

崇城大学星合教授インタビュー エフエム桐生 Job Lab Radio 2019. 5. 31
地域活性化に向けた人材教育をスタート くまもと経済　vol. 456 2019. 6
情報学部新コース開設 財界九州2019年8月号 2019. 8
総務省地域情報化教育セミナーリーフレット 総務省　地域情報化教育セミナー 2019. 9. 25
オピニオン21　地域資源をつなげよう 上毛新聞「視点」 2019. 9. 25
地域情報化教育セミナー基調講演 九州テレコム振興センター（KIAI） 2019. 9. 25
地域活性化のための理論と実践法を学ぶ くまもと経済　vol. 460 2019. 10
地域コミュニティブランドの活用事例を紹介 くまもと経済　vol. 461 2019. 11
オピニオン21　みんなが輝けるように 上毛新聞「視点」 2019. 11. 4
人を結ぶコンピューター理論　熊本・崇城大の星合教授が
研究 Yahoo! ニュース・産経新聞 2019. 11. 6

イノベーションへ連携 熊本日日新聞 2019. 12. 14
イノベーション人材育成目指す　崇城大・熊本西高などが
包括的連携協定 Yahoo! ニュース・産経新聞 2019. 12. 14

イノベーション人材育成等にむけた包括協定 RKK熊本放送 2019. 12. 26
イノベーション人材育成へ熊本県・市・崇城大が協定 Yahoo! ニュース・産経新聞 2019. 12. 27
イノベーション人材育成で連携 熊本日日新聞 2019. 12. 27
ゼロテンパーク、熊本県・熊本市、SCBラボ、崇城大学
など6者による包括的連携協定 時事ドットコムニュース 2019. 12. 27

子どもたちが避難誘導をプログラミング RKK熊本放送 2019. 12. 29
ICT駆使災害乗り切れ 熊本日日新聞 2019. 12. 31
新たな価値を創造し地域活性化へ 群馬テレビ 2020. 1. 14
既存資源結び地域活性化を　県庁でシンポ 上毛新聞 2020. 1. 15
ICT活用講座　福岡、熊本市で 西日本新聞「スタートアップ新時代」 2020. 1. 18
防災× ICT教育　好評 西日本新聞 2020. 1. 20
地域イノベーションは「新結合」 ぐんま経済新聞 2020. 1. 23
熊本の地域コミュニティ構築に向け連携協定 くまもと経済　vol. 464 2020. 2
SCBイノベーションアカデミー　vol. 1 J:COMレギュラー番組 2020. 4
R-LAB/UNI TIME（レギュラー番組開始） FM桐生 2020. 4. 8
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地域イノベーション創発の取り組みを全国に
広げるための SCB理論の普及活動の状況を表
に示す。表 1に招待講演及び企業や自治体での
研修の状況を、表 2にメディア掲載や番組出演
の状況を示す。いずれも紙面の都合上、2019
年以降分のみを紹介しているが、たとえば、こ
れまでのメディア掲載件数は 500 件に達してい
る。
表から、地域やメディアにおける地域イノ

ベーションや SCB理論に対する関心の高さや、
SCB理論によるイノベーション創発の取り組
みが進んでいることを読み取ることができる。

3． 地域イノベーション創発のための 
人材育成

SCB理論を用いて地域イノベーションを創
発できる人材（地域イノベーター）を育成する
ことを目的とした取り組みを進めている。以下
に、人材育成のための「教材の開発」、「教育プ
ログラムの開発」、「学びの場の提供」のそれぞ
れについて紹介する。

3.1　教材の開発
地域イノベーター育成のための独自教材とし
て 3冊の書籍・新聞連載コラム・社説を、また、
これらをベースとしたテレビ番組やラジオ番組
を開発・制作した。
①ブローカレスモデルとSIONet 15）（図1左）
②つながりを科学する　地域コミュニティブラ
ンド22）（図1中）

③マイナビと共同開発した高校生向け教科書
27）（図 1右・詳細は 3.3 のマイナビによる高
校生インターンシップにおいて後述する。）
④産経新聞連載コラム（8回シリーズ）「イノ
ベーション創発～新たな価値観が地域を救う
～」1）-8）（図2）

⑤西日本新聞社説・オピニオン「地域革新と

イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～① 産経新聞連載コラム 2020. 4. 17
イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～② 産経新聞連載コラム 2020. 4. 24
イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～③ 産経新聞連載コラム 2020. 5. 1
「ICT活用し地方創生」崇城大など講座 日本経済新聞 2020. 5. 1
地域革新とP2P　人や組織、モノつなげ価値創出 西日本新聞社説・オピニオン 2020. 5. 10
イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～④ 産経新聞連載コラム 2020. 5. 14
イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～⑤ 産経新聞連載コラム 2020. 5. 22
イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～⑥ 産経新聞連載コラム 2020. 5. 29
イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～⑦ 産経新聞連載コラム 2020. 6. 5
イノベーション創発～新たな価値観が地域を救う～⑧ 産経新聞連載コラム 2020. 6. 12
市社福事業団、崇城大、SCBラボ　共生社会構築へ連携 熊本日日新聞 2020. 8. 9
熊本市社会福祉事業団、崇城大、SCBラボ　包括連繋協
定を締結 J:COM熊本つながるNews 2020. 8. 21

SCBイノベーションアカデミーオンライン特別講座第2弾 PR TIMES 2020. 8. 30
SCBイノベーションアカデミー　vol. 2 J:COMレギュラー番組 2020. 9
熊本市社会福祉事業団と連携協定を締結 くまもと経済　vol. 471 2020. 9
SCBイノベーションアカデミー　vol. 3 J:COMレギュラー番組 2020. 10
一般質問で登壇しました！質問②地域イノベーションにつ
いて

熊本市議会議員島津哲也「市議会だよ
り2020年（令和2年）秋号」 2020. 10

蔦屋三年坂　崇城大など連携協定 熊本日日新聞 2020. 11. 17

図1　教材（書籍）

崇城大学におけるイノベーション創発・教育の取り組みについて 191



P2P　人や組織、モノつなげ価値創出」9）

（図3）
⑥ J:COMレギュラー番組「SCBイノベーショ
ンアカデミー　イノベーション創発」28）（図
4）

⑦ FM桐生レギュラー番組「SCBイノベーショ
ンアカデミー　イノベーション創発」

また、高校生向けの SCB理論の教科書として
「地域コミュニティブランドとの出会い，じっ
きょう商業教育資料，No. 96，実教出版，
2014. 2」が出版された。さらに、後述するキッ
ズ ICT活用メソッドで用いる「Python演習ドリ
ル」と「マンガで分かるイノベーション」の 2
冊を近日刊行する予定である。

3.2　教育プログラムの開発
イノベーター育成に向けて開発した教育プロ
グラム（初級プログラム、上級プログラム、特
別講座プログラム、公開講座プログラム、法人
向けプログラムなど）を J:COM、FM桐生、早
稲田大学マニフェスト研究所、ソフトバンク、
熊本市、TEDxKumamoto、（株）フューチャー
セッションズなどと共同開発した。
上記の教育プログラムにおいて使用されてい
るメソッドの中で、いくつかの教育メソッドを
紹介する。なお、これまでに、新たなつながり
によって新たな価値観を創出する新結合型のイ
ノベーションが地域において有効であることを
述べてきたが、図 5に示すように、異なる分野
にまたがった新結合は地域イノベーションに
とってさらに有効となる。そこで、多様な分野
との新結合を実現することを目的に、良く知ら
れた成功分野である ICT分野などの基礎知識を
習得するための教育メソッドを提供することに
した。
①地域イノベーション創発メソッド（SCBメ
ソッド）
SCB理論を用いて人や企業、モノ、アイデ

アなどの地域資源をつなげる（新結合する）こ
とで地域イノベーションを創発する手法や、企
業の先進性、先導性、革新性、技術力、社会的
意義、チャレンジ性などを評価するためのメ
ソッド。後述する SCBイノベーションアカデ
ミー29） 30）（以下、「アカデミー」という。）や
崇城大学未来情報コースでの学びに提供される。
② IoT・AI活用メソッド

IoTデバイスやAIを活用して新しい ICTサー
ビスを創出し、そこから地域ノベーションを創
発する手法を学ぶ教育メソッド。後述する崇城
大学 IoT・AIセンター31）での学びに提供され
る。
③情報発信メソッド

J:COMと FM桐生が開発した、効果的な情報
発信手法を学ぶことにより、多様な主体とつな
がり、そのつながりから地域イノベーションを
創発する教育メソッド。後述する崇城大学
SCB放送局 32）（以下、「SCB放送局」とい

図2　教材（産経新聞連載コラム）

図3　教材（西日本新聞社説・コラム）

図4　教材（J:COM番組制作）
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う。）や崇城大学未来情報コースでの学びに提
供される。
④自治体・市民団体課題解決メソッド
早稲田大学マニフェスト研究所が開発した、

自治体サービスの業務効率化や市民団体間の連
携強化などの課題を解決する手法を学ぶ教育メ
ソッド。後述する崇城大学未来情報コースでの
学びに提供される。
⑤新規ビジネス創発メソッド
ソフトバンクが開発した、起業や新規ビジネ

ス創出といった課題を解決する手法を学ぶ教育
メソッド。後述する崇城大学未来情報コースで
の学びに提供される。
⑥地域課題解決メソッド
熊本市北区役所が開発した、自治体サービス

の効率化や地域経済振興、地域福祉増進といっ
た課題を解決する手法を学ぶ教育メソッド。後
述する崇城大学未来情報コースでの学びに提供
される。
⑦プレゼンテーションメソッド

TEDxKumamotoが開発した、プレゼンテー
ション力や交渉力向上という課題を解決する手
法を学ぶ教育メソッド。後述するアカデミーで
の学びに提供される。

⑧ ICT活用メソッド
ICT技術を用いた業務改革や生産性向上とい
う課題を解決する手法を学ぶ教育メソッド。後
述する崇城大学 IoT・AIセンターでの学びに提
供される。
⑨キッズ ICT活用メソッド
子供の ICTスキルや ITリテラシーの向上と
いう課題を解決する手法を学ぶ教育メソッド。
後述する次世代・若者向けの学びにおいて提供
される。

3.3　学びの場の提供
地域イノベーター育成を目的とした「学びの
場」として、崇城大学 IoT・AIセンター、蔦屋
書店熊本三年坂、SCB放送局、崇城大学未来
情報コース、アカデミー、次世代・若者向けの
学びを紹介する。特に、崇城大学 IoT・AIセン
ター、および、熊本の中心市街地に位置する蔦
屋書店熊本三年坂については、熊本のイノベー
ションハブ（拠点）として、イノベーションを
創発するための取り組みを実施する。ハブと県
内外の資源を新たにつなげることで、そのつな
がり（新結合）から、新た発想や新たなアイデ
アによる新たな価値観を創出する。その際、

図5　異分野間での新結合
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SCB理論、SCBメソッド、SCB思考法を用い
て、この新結合によるイノベーションを科学
的・学術的に創出する。

①崇城大学 IoT・AIセンター
日々の暮らしや産業、社会を変える技術とし

て期待される IoT、AI、P2Pなどの最先端の
ICT技術の研究・教育拠点として2020年4月に
崇城大学 IoT・AIセンターを開設した。（初代
センター長：星合隆成情報学部教授）31）。施

設内の設備の外観を図6～8に示す。
情報学科棟の 1階に新しく開設された崇城大
学 IoT・AIセンターは、最先端の IoTや AIに
よって生み出される近未来空間を体験できる最
先端の ICT施設である。「学生自らがプログラ
ミングで施設を進化させる」ことをテーマに、
SCBラボの加盟団体（ソフトバンク、マイナ
ビなどの IT企業や熊本市などの自治体）と連
携して未来の情報社会の構築に向けた活動を推
進している。
各所にセンサー・カメラ・プロジェクタなど

IoT機器を配置し、IoT機器の最適な制御を AI
により実現することや、施設の様々な IoT・AI
システム構築を行うことで、実践的なプログラ
ミングを学び、ここから新たな価値観を創出す
ることを目指している。
また、総務省のスマートシティ相互接続実験
の一つとして、フォグコンピューティングを用
いた「日本と EU間での IoTデバイスの相互利
用、相互接続実験」を推進する総務省 Fed4IoT
プロジェクト 33）に参画することで、崇城大学
IoT・AIセンターと EUの施設を相互接続する
実証実験がスタートした。
この崇城大学 IoT・AIセンターは、学内の教

育・研究施設としての利用にとどまらず、熊本
のイノベーションハブとして、県内外の地域資
源をつなげる役割を担っている。
②蔦屋書店熊本三年坂
熊本の中心市街地に位置する蔦屋書店熊本三
年坂を熊本のイノベーションハブとして確立す
るための取り組みを実施する。蔦屋書店熊本三
年坂と県内外の資源を新たにつなげることで、
そのつながりから、新た発想・新たなアイデア
による新たな価値観を創出する。具体的には、
図 9に示すように、イノベーションのトークイ
ベントの開催、トークイベントのテレビ・ラジ
オ番組収録とパネル展示、イノベーション書籍
コーナーの開設、後述する SCBイノベーショ
ンアカデミーの開催などを実施している。
③崇城大学SCB放送局

SCB放送局では、2014年7月のキャンパスス
タジオ 32）の開局に続き、2015 年 4 月に熊本市
の中心市街地にある新市街アーケード内に新市

図6　崇城大学 IoT・AIセンターエントランス

図7　崇城大学 IoT・AIセンター
　ナビゲーションルーム

図8　崇城大学 IoT・AIセンター内スタジオ
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街スタジオ34）を、2020年4月に崇城大学 IoT・
AIセンター内に崇城大学 IoT・AIセンター内ス
タジオを開設した。各スタジオの様子をそれぞ
れ図8、図10、図11に示す。
これらのスタジオは、「場所・人・活動」な

どの地域資源がブローカレスで有機的につなが
ることで、地域活性化、地域課題の解決、地域
活動の展開、地域イノベーション創発を行うた
めのプラットフォーム（共通基盤）、ならびに
情報発信基地の構築を目指したものである。ま
た、SCB理論の実証・普及、学生・市民への
学びの場の提供、放送スタジオの活用・情報発
信スキルの向上などを目的に、民放テレビ局
（熊本朝日放送、J:COM九州）、ラジオ局（エ
フエム熊本、FM桐生）、新聞・雑誌社（熊本
日日新聞、雑誌ナッセ、くまにち「すぱいす」）、
プロバスケットチーム（熊本ヴォルターズ）、
金融機関（熊本信用金庫）などと包括協定を締
結し、様々な活動を展開している35）-41）。
たとえば、SCB放送局の学生メンバー55 名

が SCB放送局の最新の放送設備を用いて制作
する J:COMレギュラーテレビ番組「SCBイノ
ベーションアカデミー」の放送が2020年4月か
ら始まった 28）。さらに、熊本県民テレビと学
生の連携によるテレビ番組制作 39）や、熊本日
日新聞社と連携した、学生による新聞連載 40）、
学生によるバラエティ番組制作 41）といった活
動を展開している。
これらの取り組みにより、制作した作品が全
国コンテストでの入賞を果たす 42）など地域メ
ディア分野に地域イノベーターを輩出し、多数
の学生がテレビキー局の制作会社に採用され活
躍している。
④崇城大学未来情報コース
未来情報コースでは、IoTやAIなどの最先端
の ICT技術を学び、企業や自治体と連携したプ
ロジェクト型アクティブラーニングを崇城大学
IoT・AIセンターにおいて実施することにより、
学生を地域や社会の課題を解決できる実践的な
力を身につけ、地域イノベーションを起こすこ

図9　蔦屋書店熊本三年坂をハブにしたイノベーション創発の取り組み
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とで未来の社会を作ることができる地域イノ
ベーターを育成する43）。
近年の高等教育においては何を学ぶかよりも

誰と（誰から）学ぶか 44）が重要視されている。
未来情報コースでは、以下に詳述する 3つのプ
ログラムを用いることで、未来課題の解決に取
り組む第一線のビジネスパーソンが集結し学生
に講義すると同時にフィールドワークを通して
多様な地域住民やビジネスパーソンと関係を築
きながら学び合う環境を作る。
ここで、未来情報コースの主な 3つのプログ

ラムを紹介する。
・早稲田大学マニフェスト研究所によるプログ
ラム
全国の自治体や地方議会、市民団体と連携す

る早稲田大学マニフェスト研究所研究員が講師
を務める。マニフェスト研究所が持つ豊富な自
治体や市民団体のデータや課題解決の取組事例
などを元に、自治体サービスの効率化や市民団
体間の連携強化などの課題解決に取り組む45）。

・ソフトバンクによるプログラム
起業や新規ビジネス創出のためのプロジェク
トを数多く経験したソフトバンク社員が講師を
務める。ソフトバンクが保有するマーケティン
グ事例やビジネスに関するデータなどを元に、
市場や地域に存在するビジネス課題の解決に取
り組む。
・熊本市北区役所によるプログラム
図 12 に示す「崇城大学連携地域改革プロ
ジェクトチーム」を熊本市北区役所内に設置し、
チームメンバーの区役所職員が講師を務める。
区役所が保有する地域課題や自治体データを元
に、自治体サービスの効率化や地域経済振興、
地域福祉増進といった地域課題解決に取り組む
46）。
⑤SCBイノベーションアカデミー
2020 年 4 月に設立された SCBイノベーショ

ンアカデミー（崇城大学情報学部星合隆成教授
がアカデミー校長に就任） 29） 30）の概要につい
て以下に述べる。
・全国6拠点での学びを提供
地域イノベーション創発の学びの機会を拡大
することを目的に全国で 6つの拠点を展開して
いる。
コワーキングスペースを全国展開する The 

Companyの桜町コワーキングスペースにおい
て、図 13 に示すアカデミー熊本校を 2020 年 4
月に開校した。同年、株式会社 SCBイノベー
ションアカデミー福岡が運営するアカデミー福
岡校が開校した。さらに、最先端の学びに触れ
る機会が少ない地方のビジネスマンや高校生を

図10　崇城大学SCB放送局キャンパススタジオ

図11　崇城大学SCB放送局新市街スタジオ

図12　熊本市北区役所崇城大学連携
　　　地域改革プロジェクトチーム
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地域イノベーターとして育成するために、道の
駅阿蘇校ならびに道の駅坂本校をサテライト校
として開校した。このサテライト校については、
次章の国土交通省プロジェクト（道の駅との共
同研究）で詳述する。加えて、2021 年には群
馬県前橋校と群馬県太田校の開校が予定されて
おり、その運営には、SCB理論を用いて起業
支援・ビジネス支援を行うプラットフォームを
構築することを目的として群馬県桐生市に設立
された一般社団法人であるジョブラボぐんま
47）が携わる。　
なお、アカデミーには、崇城大学、福岡大学、

東京都市大学、関東学園大学、ソフトバンク、
（株）フューチャーセッションズ、FM桐生な
どが運営に参画している。
・オンライン特別講座での学び
新型コロナウィルス対策を講じながら全国に

地域イノベーション創発の学びを推進するため
に、図 14 に示されるようにオンライン特別講
座を開講している。具体的には、地域イノベー
ション創発講座と題して、2020年 5月と9月の
2回の短期特別プログラムを開講し、全国から
260の企業や個人が受講した。
主な受講者として、農林水産省や浜松市役所

などの自治体職員やオムロン、ソフトバンク、
マイナビ、ヤマトグループ、NECグループ、
早稲田大学マニフェスト研究所などの企業や団
体に加えてハーバード大学の学生やベルギー在
住のデザイナーなどが参加した。
・SNSでの学び
アカデミー受講者の地域イノベーションのア

イデアをブラッシュアップし、受講者同士が連
携してプロジェクトを創出するためのコミュニ
ケーションの場として SNSサロンを開設して
いる。

SNSサロンは Facebookのグループ機能を用
いて運営されており、アートを用いて海ゴミに
よる環境汚染問題を解決するプロジェクトや阿
蘇地域の観光振興プロジェクトについて議論が
進められている。
・法人向けプログラム
企業のイノベーション創発を加速させること

を目的に、法人向けプログラムを提供している。

具体的には、企業のイノベーションの取り組み
（先進性、先導性、進歩性、革新性、技術力、
社会的意義、チャレンジ性）を SCBメソッド
で分析し、それをプロモーションするために、
蔦屋書店イベントスペースにおける経営者との
トークイベントや J：COMでのテレビ番組化、
蔦屋書店の書籍紹介コーナーでのパネル展示な
どを行っている。
⑥次世代・若者向けの学び
次世代（高校生及び小中学生を対象）の地域
イノベーター育成を目的とした、4つの取り組
みを紹介する。
・熊本西高校での学び
2019 年に熊本県立熊本西高等学校と高校生
イノベーター育成に関する包括的連携協定を締
結 48）49）し、図 15 に示すように連携協定に基
づいて高校生向けイノベーション創発のための

図13　SCBイノベーションアカデミー熊本校

図14　SCBイノベーションアカデミー　　　　　
オンライン特別講座（星合教授による講義）
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オンライン講座を実施した。
今後、崇城大学 IoT・AIセンターでの最先端

ICTテクノロジーを学ぶためのプログラミング
講義やワークショップが予定されている。
また、生徒のイノベーションに関する興味関

心を促進することを目的に、高校図書室にアカ
デミーが推薦するイノベーション図書コーナー
が設置される予定である。
なお、同様の高校生向けのイノベーション創

発の授業が、ルーテル学院高等学校（360 名）、
熊本県立阿蘇中央高等学校、昭和学院高等学校
において実施された。
・マイナビによる高校生インターンシップ
2020 年にマイナビと共同開発した高校生向

け教科書を用いて SCB理論に基づく地域イノ
ベーション創発手法を学んだ高校生が企業イン
ターンシップに参加している27）。
高校生はインターン先の企業で企業課題や社

会課題を発見し、ワークショップによってそれ
らの課題を企業間の新しいつながりによって解
決するアイデアを創出する。現在、全国数千人
の高校生が高校生向け教科書を用いて地域イノ
ベーションの学びを進めている。
・総務省地域ICTクラブ（小中高校生対象）
2019 年に熊本市教育委員会、熊本市少年少

女発明クラブと連携し、総務省の地域 ICTクラ
ブ実証事業を受託した50）。　
総務省地域 ICTクラブ実証事業には、崇城大

学 IoT・AIセンターを拠点に小中高校生56名が
参加した。参加者は IoTデバイスやクラウド
サービスを用いて災害時の避難者誘導システム
や避難物資配送システムを作成し、報道関係者
の前で発表とデモンストレーションを行った。
総務省地域 ICTクラブ実証事業の様子を図 16
に示す。
活動を通じて次世代の地域イノベーターを育
成するメンター11名と4社のサポート企業が組
織化され、現在も活動を継続している。
・熊本市福井市姉妹都市次世代イノベーター育
成プログラム（中学生対象）
2020 年に姉妹都市である熊本市と福井市の
中学生を対象に、次世代の地域イノベーター育
成を目的として、熊本市教育委員会と連携した
プログラムを実施した。
熊本市と福井市の教育施設を結んだオンライ
ン講座において両市の子供たちが避難物資配送
システムの作成を体験した。子供たちは災害時
にシステムを活用することで地域に貢献できる
ことを学んだ。

4．アクティビティとプロジェクト

SCB理論を用いた地域イノベーション創発
の活動（アクティビティやプロジェクト）の推
進と全国の活動の支援を行っている。以下に紹
介する。
①国土交通省プロジェクト（道の駅との共同研
究）
2019 年に国土交通省が道の駅のイノベー

図16　総務省地域 ICTクラブ実証事業

図15　熊本西高校イノベーション創発　
オンライン講座（星合教授による講義）
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ション創発を目的とした “道の駅同士の連携に
よる新たな「道の駅」ネットワーク（個から面
へ） ” 51）を提唱した。このネットワークを SCB
理論を用いて構築することを目的として、一般
社団法人九州沖縄道の駅ネットワークとの共同
研究を行っている。
2019 年に開催された道の駅ネットワーク検

討委員会（委員長：星合隆成情報学部教授）の
提言に基づき、観光及び流通、防災拠点として
利用されている道の駅を、地域イノベーション
創発手法を学ぶ「教育拠点」として活用してい
る。
現在、道の駅阿蘇、道の駅坂本で実証実験を

行っている。道の駅同士を観光や流通ではなく、
教育という観点でつなげるというアプローチに
対して、道の駅周辺の高校や企業が関心を寄せ
ており参加希望の声が集まっている。本プロ
ジェクトでの講演の様子を図17に示す。
②厚労省プロジェクト（熊本市社会福祉事業団
との共同研究）
地域福祉分野に地域イノベーションを創発し、

高齢化や孤独死、認知症などの社会問題を解決
することを目的に、2020年8月に社会福祉法人
熊本市社会福祉事業団と包括的連携協定を締結
し、共同研究を進めている52）。
高齢者と子供たちが囲碁を用いて多世代交流

を進めることで認知症を予防するプロジェクト
や、高齢者が集える公民館などの施設が少ない
繁華街において高齢者同士が支援し合うコミュ
ニティ構築プロジェクトのほか、図 18 に示す
ように、障害者福祉事業所が製作販売する陶器
などの商品動画を SCB放送局が制作しプロ
モーションするプロジェクトなど、SCB理論

を用いた地域福祉イノベーション創発に取り組
んでいる。
③駐車場イノベーションプロジェクト（日本パ
スートとの共同研究）
駐車場業界に地域イノベーションを起こすこ
とを目的として、2017 年より日本パスート株
式会社との共同研究を行っている53）。

AIによる画像認識を用いた無人駐車場管理
システムや空き駐車場を利用した新規ビジネス
モデル開発の研究を行っている。
④地域改革プロジェクト（熊本市北区役所との
共同研究）
福祉の充実や地域経済振興などの課題を地域
イノベーション創発によって解決することを目
的として、2020年8月に熊本市北区役所と包括
的連携協定を締結し、共同研究をスタートさせ
た46）。
具体的には、まず、区役所職員がアカデミー
で SCB理論や地域イノベーション創発手法を
学び、次に崇城大学未来情報コースの熊本市北
区役所コースの講義を通して学生とともに北区
の地域課題解決に取り組む。
さらに北区役所職員がファシリテーターと
なって北区住民や地域の企業との地域課題解決
ワークショップを開催する。結果として対話に
より北区の住民や企業との信頼関係を構築し、
北区を挙げた地域イノベーション創発の活動を
推進する。
なお、2020年 9月 8日に熊本市議会本会議一
般質問で、地域イノベーションを創発できる熊
本市職員を育成する取り組みの必要性が質問さ

図17　国土交通省プロジェクトでの国土交通省及
び道の駅駅長への星合教授による講演

図18　障害者作品のプロモーション動画撮影
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れた 54）。熊本市は北区役所ほか地域課題解決
を担当する職員が SCBラボと連携し、アカデ
ミーでの学びを進めている現状を説明し、この
連携によって人材育成や地域課題解決を推進し
ていくと答弁した。
⑤SCB起業塾プロジェクト
2015 年に SCB起業塾を開講した。SCB起業
塾では一方的に起業の仕方を学ぶのではなく、
起業を目指す人々が集まるコミュニティを作り、
人々のつながりからイノベーティブなアイデア
を生み出し事業化する取り組みを行った。
⑥農水省組織改革プロジェクト
2019年 9月 6日に農林水産省本省にて農林水

産省職員を対象とした「プラスワン！プロジェ
クト関連勉強会 “SCB理論を用いた組織改革研
修 ”」で職員研修を実施した。縦割り行政から
の脱却のために SCB理論に基づいた自律的で
ボトムアップ型の職員間連携を図るアイデアが
農水省職員間で共有され活用されることとなっ
た。本プロジェクトでの講演の様子を図 19 に
示す。
⑦財務省地域経済活性化事業
財務省九州財務局に対して SCB理論を用い

た地域経済の活性化プログラム立案の支援を
行った。九州財務局の活性化プログラムは、地
域企業や自治体と連携し地域経済にイノベー
ションを創発する持続的な活動として継続中で
ある。
⑧熊本市競輪事業活性化事業
2013 年、入場者数低下と売上減少に苦しむ

熊本競輪場の活性化を目的とする熊本競輪活性
化検討委員会に情報学部星合隆成教授が委員長
として招聘され、SCB理論を用いて競輪場に
イノベーションを創発するアイデアを盛り込ん
だ熊本競輪中期経営計画を策定し熊本市長に答
申した55）。
2014 年には中期経営計画に基づいて SCB理

論を用いた熊本競輪活性化ビジネスモデルコン
テストが開催され、国内外から 95 件の提案が
寄せられた。ハーバード大学などを中心とした
米国チームからの提案がグランプリを獲得した
ことが競輪業界で話題となり、全国の競輪活性
化の動きの起爆剤となった。コンテストのポス

ターを図20に示す。
⑨熊本市地域経済活性化プロジェクト
熊本市の中心市街地に設置される大型MICE
施設「SAKURAMACHI」と大型施設出店後の
周辺商店街の活性化に関する諮問委員会である
「SCBによる熊本市地域経済活性化検討委員
会」が 2017 年に設置され、委員長として崇城

図20　熊本競輪活性化ビジネスモデルコンテスト

図19　農林水産省職員への星合教授による研修
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大学情報学部星合隆成教授が招聘された。
本委員会において SCB理論を用いて地域イ

ノベーションを創発し中心市街地の地域経済を
活性化する施策を盛り込んだ答申書を作成し、
熊本市長に提出した。
⑩蔦屋書店活性化プロジェクト
2020 年に蔦屋書店店長ら 60 名を対象に地域

イノベーション創発講演会を開催し、蔦屋書店
を他の地域資源とつなげて地域イノベーション
を創発させる手法を学ぶ社員研修を実施した。
店長研修の様子を図21に示す。
さらに、地域イノベーター育成を目的として、

蔦屋書店内に、地域イノベーション書籍コー
ナーを設置した。
⑪厚労省地域共生社会構築事業
高齢化や孤独死などの地域福祉課題を解決で

きる地域イノベーター育成に取り組む熊本市社
会福祉事業団ならびに熊本市社会福祉協議会の
人材育成プロジェクトを支援している。
支援策の一つとして、2019 年から 2020 年に

かけて 7回の地域福祉イノベーション創発研修
を実施した。この研修で福祉職員は厚生労働省
が提唱する地域住民同士が連携しボトムアップ
型で福祉課題を解決する地域共生社会 56）を
SCB理論を用いて構築する手法を学んだ。研
修の様子を図22に示す。

このプロジェクトを通じて育成された地域福
祉イノベーターが福祉イノベーションに取り組
むことで福祉業界の魅力を向上させ、福祉人材
のリクルートにつながることが期待されている。

5．産官学連携

SCB理論を用いて地域イノベーション創発
に取り組む全国の企業や団体との連携を強化し
ている。以下の 17 団体と包括的連携協定を締
結した。括弧内は協定の締結日である。2019
年 12 月 26 日に締結された熊本県ほかとの包括
的連携協定調印式の様子を図23に示す。
①株式会社エフエム熊本（2013年11月13日）
②熊本朝日放送株式会社（2013年11月25日）
③熊本バスケットボール株式会社（2014年5月
9日）
④株式会社サンマーク（2015年12月9日）
⑤株式会社ジェイコム九州（2017年5月11日）
⑥熊本信用金庫（2017年4月24日）
⑦熊本県立熊本西高校（2019年12月13日）
⑧株式会社マイナビ（2019年12月17日）
⑨熊本県（2019年12月26日）
⑩熊本市（2019年12月26日）
⑪株式会社熊本日日新聞社（2019 年 12 月 26
日）
⑫株式会社ゼロテンパーク（2019 年 12 月 26
日）
⑬早稲田大学総合研究機構（2020年7月15日）
⑭熊本市社会福祉事業団（2020年8月4日）
⑮熊本市北区役所（2020年8月27日）

図21　蔦屋書店店長研修での星合教授による講演

図22　 地域福祉イノベーション創発研修での星合
教授による講演 図23　熊本県ほかとの包括的連携協定調印式

崇城大学におけるイノベーション創発・教育の取り組みについて 201



⑯蔦屋書店熊本三年坂（2020年11月16日）
⑰未来会議室（2020年11月30日）

6．考察

地域イノベーション創発ならびにイノベー
ション教育の取り組みに SCB理論を用いるこ
との有効性について考察する。
従来の手法では技術革新によって商品やサー

ビスそのものに新たな機能や価値を追加し、イ
ノベーションを創発していたことに対して、
SCB理論では人材や企業、団体などの主体が
つながり、そのつながりから新たな価値観を生
み出すことでイノベーションを創発する。つま
り SCB理論においては各主体がどのようなつ
ながり方でつながるかが最も本質的で重要な事
柄である。
本論文で紹介した多数のつながりは、法人が

セミピュアモデルでつながることで形成された
信用あるつながりであり、つながりの 3要素で
あるイトコ（インセンティブ・トラスト・コネ
クタ）をそれぞれの法人が考慮して自律的に判
断した結果生まれたつながりである。このつな
がりを基にして地域イノベーション創発・教育
の取り組みが推進され、地域イノベーター育成
に結びついたことは紹介した通りである。この
ように SCB理論に基づいてつながりを設計・
評価し、地域イノベーション創発・教育の取り
組みを推進することが有効であることが確認さ
れた。

7．むすび

本論文では、崇城大学が推進する SCB理論
を用いた地域イノベーション創発・教育の取り
組みを紹介した。数多くの多様な主体と連携し
取り組みを進められたのは、地方創生の実現を
願い、情熱を持って、つながりを大切に思う多
くの企業や自治体、団体の方々の行動を科学的
につなげたからである。このつながりを維持、
発展させてさらなる地域イノベーション創発の
取り組みにつなげていきたい。

一方、昨今社会に不安を広げている新型コロ
ナウィルス感染症の問題は、我々の取り組みを
形作っているつながりの在り方を問う出来事で
あった。今後は ICT技術やSCB理論を最大限に
活用し、新型コロナウィルスとの共存を前提と
するつながり方によって、新たな働き方である
「P2P working」を推進していく考えである。
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